
盾する住民の安全で択適を生活というものへの配慮 との釣合をどのようにしてとろか, を横本的に

考えねばをら夜Vl時期に来ているということ葱痛感した｡

い わ き 市

昭和46年 4月 10日～ 12日

(4年 石 田 真知子 )

(内藤先生 )

⊂コース ⊃

10日 常磐共同火力発電所 ･名萄工業団地

11日 湯本温泉集落 ･常磐炭鉱磐城鉱業所 小名浜港
1

12日 東京通商産業局平石炭支局 好間炭鉱閉山跡

一般産業 ･暖厨房向けは勿論 近年電力用としても石炭の需要は減少L, 石炭産業の斜陽化が続

いてVlる｡内藤先生の御指導T, 私達が訪れたいわき市畔, 常磐炭田の中心T,昭和26年 125,

50年 98を数えた炭鉱も,閉山を余儀を くされ 今では 6炭鉱葱残すのみと覆ってV}たO従って

各町で暗い印象葱受けたが,′J､名浜港だけは非鉄コンビナートとして日太一の規模を持ち 炭EB地

域 とは対象的であった｡次にテーマに沿 っT, 巡検報告後しようと思 う｡

(炭鉱の閉山に伴う地域社会の変容コ

常磐炭鉱磐城墳業所は,明治 16年操業開始 し年間 200万 tの採掘をしてきたが,最近の公害

規制で高硫黄炭の為嫌われ,良質炭の減 産も壷を_り経営不振で,昨年 12月に閉山宣告を行なった｡

5855人の解雇者時,地元での再就職が難しく,約200□人は県外就職で,多 くOj:君津市周辺

の重工業の会社に行 く｡ 炭住からは2年以内のたちのきを迫 られていち.

湯太Qも 86軒の旅館が立 ち並ぶ温泉集落であるo しかし 内湯ではな く, 炭鉱の付属湯を使っ

てい る為,大 きを打撃を受けるO昭利50年に,産炭地振興を主 目的に設立された共同火力K.K.

も石炭不足が問題と覆ってきた｡現在出力 72万XW, 260- 7ロ万t/壱澗 消費炭-el･石炭火力で

は 日本一の規模を持ち 電力供給源として不可欠になったが,政府が 48年迄 しか一般炭の保証を

していをV,為 重油-の燃料転換策が進められねばをら夜V,o これ等の影響を考慮 しT, 5月8E]

から新会社が発足 し 良質炭ので る西部鉱は存続が決定 したO

好間村Qも 古河系の好間炭鉱があったカも 44年に閉山した｡村の入場 55年から52% も減

少 したと言 う｡ /山也良い春風の中で親奏 した炭鉱施設JP, ほとんど空屋となった炭住の真黒を光景

千,残務処理にあたっている人々の御苦労を邑T, 閉山に伴 う周辺地域への影響の大きさ5,-層
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よく教えられた｡跡地利用の例として,名萄工業団地を見学 したO合理化事業団の努力にもかかわ

らず;用水不足の為,大企業の誘致ができづミ 中′｣､企業が点々と入っているだけであった｡

〔臨海工業地帯の形式と港湾機能の変化コ

江戸時代以来東北米 ･常磐炭の積出し,昭和に工業原料の運び込み 戦後は傾斜産業方式とタイ

アップして石炭積出しの復活,現在は トランパーによる原材料輸入が中心と,/J＼名浜港の機能は変

化 したO港は県所有馬 企業誘致の優遇措置とLT,各工場は非常に安い使用料で使うO 外洋に面

し良港に恵まれ覆いこの地方で小名浜港の果す役割は大きい｡ (4年 多 久 美代子 )

-お 知 ら せ

1. 投稿規定

o お茶の水女子大学地理学科卒業生及び凧 現職員は本誌に投稿することができます｡

o 用紙は横書 き400字詰原稿用紙とします｡

o 投稿の範軌 内容は特に規定 しませんが,研究論文 ･調査報告 ･近況報告 ･ずい筆をど

が望ましく, 14号は松井先生の退官記念号とを_りますので,とくに献呈論文を募集 しま

す｡

o 論文は 15-30枚,報告 ･ずい筆は3枚程度 とします.

o LめきDは,9月末日です｡

o 原稿送付先

苛112 東京都文京区大塚 2-1-1

お茶の水女子大学地理学教室内 お茶の水地理編集部

2. 住所 ｡勤務 先の変更 ,改姓 の場合 も上記宛御連絡下 さho

3. ク ラス会 ･同窓会を どの様子 もお しらせ下さho

4. ｢お茶の 水地理 ｣は御希望 の方 に実費 でお頒 け致 しますO このたび振

替 口座 を開設 しま したので御利用下さho

振替番号 東京 1848番
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